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　平成 23 年 3 月 11 日，岩手県陸前高田市を地震と大津
波が襲いました。高田のまちを守ってきた，約 7万本と

言われる高田松原もほとんどが流されてしまいました
が，その中で唯一耐え残ったのが「奇跡の一本松」です。
震災復興事業がはじまり，ベルトコンベヤ用の橋梁とし
て前例のない吊橋を気仙川の渡河部に設置。陸前高田市
内の小学生から吊橋の名称を募集し命名しました。「希
望のかけ橋」の名の通り，「奇跡の一本松」と並ぶ姿が
陸前高田市の復興の象徴となっています。

奇跡の一本松と希望のかけ橋
写真提供…：…清水建設㈱…

（社内報担当カメラマン：古明地賢一）
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